
                     

別紙１（書面表決まとめ） 

 

 

 〔議案事項〕 

 

   議案１．審議会委員長の選任について 

 

審議会委員 11 名中、全 11 名の承認を得た。 

 

 

議案２．令和２年度実施予定の市民等への意識調査の延期について 

 

審議会委員 11 名中、全 11 名の承認を得た。 

 

 

 議案３．第５次横須賀市男女共同参画プランの計画期間の延長について 

 

審議会委員 11 名中 全 11 名の承認を得た。 

 

 

   以上、全委員からの承認を以て、議案１～３について、全て議決された

こととする。 

 

 

  



【議案１】 

 

審議会委員長の選任について 

 

〔趣旨説明〕 

  男女共同参画及び多様な性の尊重に関する審議会委員の任期が令和２年５月 31日 

  を以って終了したことから、同年６月１日より新しい委員構成となった（資料１）。 

   それに伴って、委員長を次のとおり選任したい。 

   なお、委員長職務代理については、同審議会規則第２条第３項の規定により、委員長 

が指名する。 

 

委員長 志村 直愛氏 

 

 

--------------------------------------- 

  



【議案２】 

 

令和２年度実施予定の市民等への意識調査の延期について 

 

 〔趣旨説明〕 

   昨年度、審議会にて承認いただいた次期プラン策定に向けた意識調査について（資 

料２）、今年度実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を

考慮し、調査実施の時期を１年後の令和 3年度に延期したい。 

理由は、アンケート実施の目的から考えて２つ挙げられる。 

アンケート実施の目的として、①経年変化を見て、次期プラン策定の基礎資料とする

こと、②現プランの指標として掲げている数値目標のうちアンケートの結果を目標値

として設定していること、が挙げられる。 

【目的①からの理由】 

経年変化を見るという目的から、今年度アンケート調査を実施した場合、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大という特異な事象の大きな影響を受けた調査結果になる可

能性が高く、特異な事象の影響が含まれたデータを基礎に、実施期間 4年間にわたる次

期プランを策定することは適切でないと考える。 

【目的②からの理由】 

通常時に策定した数値目標であるため、特異な事象の大きな影響を受けた調査結果

を以て、目標の達成／未達成を判断することは適当でないと考える。 

 

〔延期時期〕 

特異事象の影響がある程度、平板化・日常化した段階であれば、パラダイムチェンジ

したと判断し、調査を実施してもよいかと考え、その時期を概ね１年後とした。 

 

 〔次期プランとの関係〕 

   意識調査は次期プランの策定の基礎資料とするための調査であるため、タイムスケ

ジュールとしては、プラン策定作業の前段階で行うものである。よって、本議案が承認

された際は、第５次プランの計画期間の延長する（議案３）。 

 

--------------------------------------- 

  



 

【議案３】 

 

第５次横須賀市男女共同参画プランの計画期間の延長について 

 

〔趣旨説明〕 

   現行の第５次横須賀市男女共同参画参画プランの計画期間は、平成 30（2018）年度

から令和３（2021）年度の４年間となっている。 

   議案２が了承された場合、次期プランの策定が１年間遅れ、その計画スタートの時期

も令和５（2023）年度となるため、現行プランと次期プランの間に空白期間が生まれて

しまうことから、議案１の趣旨も鑑み、現行の第 5次プランの計画期間を１年延長し、

令和４（2022）年度までの５年間としたい。 

 

 〔次期プランとの関係〕 

   第５次プランの１年間延長のため、次期プランの開始時期も１年間ずれる形で令和

５年度からの計画期間となる。なお、市実施計画と計画期間を揃えるため、次期プラン

の計画期間は３カ年とする。 

 

--------------------------------------- 

  



 

別紙２（議事に関する意見まとめ） 

 

ご意見等 

神奈川県内の男女共同参画プランについて、次のとおり、長期間を計画期間とし、中
間年でアンケートの実施や、後期にプランの見直しを行っている市町村もあるので、情
報提供します。 
  平塚市 2017 年～2023 年（7 年） 2019 年 9 月アンケート実施 
  藤沢市 2011 年～2020 年（10 年） 2015 年プラン見直し 

・意識調査の延期は概ね 1 年を超えることのないようにしていただきたいです。現在の
社会情勢的に長く足踏みしてはならない課題と考えます。 
・考えにくいかもしれないが、予想よりも早く新型コロナウイルスの感染リスクが小さ
くなった場合には、意識調査実施の前倒しも検討いただきたいです。 
・新型コロナウイルスのパンデミックのような事象は、また数年後にも起きる可能性が
十分にあります。今回のパンデミックを一過性のものと考えず、今回の事象で明るみに
なった課題をキャッチアップする機会も設けていただきたいです。 

議案 2 について、社会調査は調査設計に基づいて実施する必要があるため、意図した
目的が達成できないと判断される場合には、延期はやむを得ないと考える。さらに、こ
の状況下では調査に応じてくれる市民は通常よりも少ないことも見込まれる。つまり、
回収を期待できない。 

 


